






 

心断層エコーの導入により川崎病の急性期における冠動脈病変の診断は著しく進歩し,そ

の結果冠動脈の拡張および動脈瘤の形成は発症第7病日から第14病日の間に起きることが

知られてきた。このことは冠動脈病変形成の原因となる生体反応はさらに発症の極めて早

期に働いていることを推測させる。我々は MCLS急性期の炎症反応における好中球の役割に

注目し,川崎病の病初期から回復期に至る過程において好中球の活性酸素産生能を

chemiluminescence(CL)を用いて検討を加えたので報告する。 


